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（平成 26 年）

第 97 号

今月の主な内容

1

今月の表紙
新年明けましておめでとうございます。
　工事が進む山畑２期地区基幹農道（動木、柴
目地区）。今春完成予定の大

おに し

西橋（全長 185 メー
トル・幅員 7メートル）。続いて架けられる観

かん

音
のん

橋（全長 137 メートル）の工事が始まります。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い

新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
夏
は
、
四
万
十
市
で
気
温
が
41
度
の
国
内
最
高
気
温
を
記
録
す
る
な

ど
異
常
な
暑
さ
が
続
き
ま
し
た
。
異
常
気
象
に
よ
り
豪
雨
や
た
く
さ
ん
の
台
風

が
発
生
し
、
台
風
26
号
は
伊
豆
大
島
の
土
石
流
災
害
を
引
き
起
こ
す
な
ど
全
国

各
地
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
本
町
に
お
い
て
も
台
風
18
号
に
よ
り

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
電
気
料
金
の
値
上
げ
や
今
年
の
４
月
か
ら
消
費
税
が
増
税
さ
れ
る
こ

と
な
ど
、
景
気
の
腰
折
れ
を
懸
念
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
景
気

が
回
復
し
、
雇
用
の
安
定
等
を
願
う
も
の
で
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
等
取
り
巻
く
状
況
は
依
然
と

し
て
大
変
厳
し
く
、
防
災
対
策
を
始
め
、
雇
用
問
題
、
地
方
分
権
の
推
進
に
伴

う
行
財
政
改
革
な
ど
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
に
本
町
で
、
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
今
年
７
月
に
は
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
全
日
本
社
会
人
ホ
ッ
ケ
ー

選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大
会
を
機
会
と
し
て
紀
美
野
町
の

良
さ
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
国
道
３
７
０
号
と
県
道
岩
出
野
上

線
の
接
続
等
道
路
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
観
光
対
策
も
着
実
に
行
い
、
定
住
対
策

や
地
域
お
こ
し
等
と
と
も
に
、
町
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
助
成
等
子
育
て
支
援
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
サ
ロ

ン
事
業
等
高
齢
者
支
援
ま
で
地
域
と
と
も
に
福
祉
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

鳥
獣
害
対
策
等
農
業
支
援
や
利
子
補
給
等
の
商
工
業
者
支
援
に
も
努
め
ま
す
。

今
後
も
地
方
分
権
推
進
の
流
れ
の
中
で
、
地
方
自
治
に
対
す
る
期
待
は
ま
す

ま
す
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、「
夢
と
活
気
の

あ
る
町
」、「
福
祉
の
充
実
し
た
町
」、「
安
心
し
て
住
め
る
町
」
を
め
ざ
し
、
町

民
の
皆
様
方
と
と
も
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
希
望
に
満
ち
た
良
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

紀
美
野
町
長

　

 

寺　

本　

光　

嘉

国道 370号（動木）完成した長谷集会所

第 8回紀美野ふれあいマラソン大会 県道岩出野上線（動木）

年頭のごあいさつ
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「夢と活気のある町」「福祉の充実した町」
「安心して住める町」をめざして

　現在、進められています平成 25 年度事業を見ますと、道路関係では平中通
り２号線や谷線、南線など町道８路線、山畑２期地区基幹農道、また、県道
では岩出野上線など２路線、国道 370 号（３工区）で、それぞれ新設・改良
工事が行われています。
　生活関連事業では、長谷集会所が昨年 12 月に竣工したのをはじめ、合併処
理浄化槽の設置（39 基）、地籍調査事業（松ケ峯、毛原宮、上ケ井、田、中、
滝ノ川、毛原下地区の各一部）等が実施されています。
　このほか、ソフト事業を含め、新規事業や継続事業が実施されています。

町道南線（樋下）
町道平中通り 2号線

〔仮称・新龍光寺橋〕下部工事（動木）

国道 370号（小西）
橋梁上部工事

進行中の主な平成 25年度事業

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
は
議
会
活
動
に
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
合
併
後
の
町
づ
く
り
が
一
歩
一
歩
着
実

に
進
み
、
実
を
結
ん
で
お
り
ま
す
こ
と
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
り
、
都
市
部
に
お
い
て
は
景
気
回
復
の
兆

し
が
見
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
わ
が
町
に
お
い
て
は
、
少
子
・
高

齢
化
や
過
疎
化
の
中
で
、
依
然
と
し
て
深
刻
な
経
済
・
雇
用
情
勢
で
あ
り
、
町

民
か
ら
の
多
方
面
に
わ
た
る
行
政
需
要
は
増
加
し
、
財
政
状
況
は
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
議
会
活
動
の
み
な
ら
ず
執
行
機
関
と
互
い
の
知

恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
議
会
の
果
た
す
役
割
の
重
要
さ
を
認
識
し
、
町
民
の
皆

様
の
声
に
十
分
耳
を
傾
け
、
町
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
皆
様
方
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

紀
美
野
町
議
会
議
長

　

 

小　
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旭
日
単
光
章　

受
章

故 

杉
野
米
三
氏

去
る
10
月
12
日
に
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
紀
美
野
町
議
会
議
員（
故
）

杉
野
米
三
氏
（
福
田
）
が
生
前
の

地
方
自
治
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、死
亡
叙
勲（
旭

日
単
光
章
）を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

杉
野
氏
は
、
平
成
３
年
８
月
に

美
里
町
議
会
議
員
に
初
当
選
し
て

以
来
、
平
成
18
年
１
月
１
日
に
美

里
町
と
野
上
町
が
合
併
し
た
紀
美

野
町
に
お
い
て
議
員
と
し
て
６
期

連
続
当
選
、
22
年
間
議
員
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
11
年

９
月
か
ら
２
年
間
美
里
町
議
会
副

議
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
25
年
度
全
国
民
生
委
員
児

童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰 

受
賞

寺
中
氏
は
、
平
成
７
年
か
ら
民

生
委
員
・
児
童
委
員
を
務
め
ら

れ
、
地
区
住
民
と
の
対
応
に
は
親

身
に
な
っ
て
相
談
相
手
に
な
り
、

気
軽
に
行
動
を
起
す
こ
と
で
住

民
か
ら
の
信
望
が
厚
く
賛
辞
を

え
て
い
ま
す
。

和
歌
山
県
農
林
水
産
業
賞　

受
賞 寺中シゲミ 氏

（動木）

横
山
氏
は
、
園
地
改
良
に
よ
る

作
業
の
省
力
化
及
び
優
良
品
種

へ
の
転
換
に
よ
る
高
品
質
生
産

を
両
立
さ
せ
る
と
と
も
に
、
借
地

と
作
業
受
託
に
よ
る
規
模
拡
大

を
実
践
し
た
水
稲
作
と
の
複
合

経
営
を
展
開
し
、
ま
た
、
地
域
に

お
い
て
は
、
園
地
改
良
に
よ
る
果

樹
農
業
の
経
営
改
善
へ
の
提
言

を
行
う
等
、
地
域
農
業
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

地区担当 氏　名 電話番号 地区担当 氏　名 電話番号 地区担当 氏　名 電話番号
下 佐 々 　西田　美世 489-3911 奥 佐 々 　小谷　尊規 489-3597 今西 ･ 松ヶ峯 ･ 菅沢 ○上辻乃利子 498-0190
下 佐 々 　田渕　晴民 489-3024 中  田 　大谷　延由 489-3785 田 　榎本　眞弓 498-0152
下 佐 々 　向井　紀弘 489-2390 坂  本 　北谷　茂昭 489-3247 谷 　中尾　　登 498-0220
下 佐 々 ○中前　晶子 489-2609 東 　 野 　西山　清治 489-3462 中 ･ 滝 ﾉ 川 　井谷　洋子 498-0227
下 佐 々 　大山乃里子 489-3770 西 　 野 　赤阪　惠子 489-3774 毛原下 ･ 小西 　中谷　明己 499-0460
動  木 　清田　憲次 489-5410 釜 　 滝 ○南　　秀和 489-5860 毛原中 ･ 毛原宮 　西澤　保行 499-0232
動  木 　寺中シゲミ 489-5100 松 　 瀬 　廣井　傳治 489-3893 毛原宮 ･ 毛原上 　西　　　茂 499-0178
動  木 　寺中　俊也 489-2734 国 木 原 　神谷久美子 489-3778 毛原上 ･ 長谷宮 　大和　公明 499-0472
小  畑 ○山本　和美 489-4238 福 　 田 　東　　佳代 495-2301 長 谷 宮 　中前セツ子 499-0234
小  畑 ○岩橋　哲子 489-5590 福 田 ･ 永 谷 　北谷　　泱 495-2115 井堰 ･ 蓑垣内 ○神谷　紀子 497-0221
小  畑 　北山　宣生 489-4140 神野市場 1･2 　土屋　育子 495-3351 真国宮 ･ 蓑津呂 　谷口　博信 497-0397
小  畑 　中尾　育男 489-3903 神野市場 3･4 　柳本　文子 495-2484 花野原 ･ 初生谷 ･ 北野 　岡　　博誠 497-0505
柴  目 ○西田　ツル 489-3632 野中 ･ 安井 ･ 南畑 　東垣内秀迪 495-2400 円明寺 ･ 勝谷 ･ 四郷 　藤井　秀夫 497-0245
長  谷 ○中屋　久司 489-9955 箕 六 ･ 樋 下 　中谷江津子 495-2738
吉  野 　小田　　茂 489-3678 上ヶ井 ･ 三尾川 　北峯　範之 495-2801

 町内全域

主任児童委員
吉  野 　池本　博文 489-2892 大 角 ･ 津 川 　前西　晧子 495-2850 　堀　　有子 489-2001
福  井 　吉村　耕治 489-3164 明 添 ･ 鎌 滝 　中部屋清子 495-2865 　森谷美喜子 495-2222
梅  本 　南　　智子 489-2963 赤木 ･ 高畑 ･ 桂瀬 　仲前　充子 495-2578 　木元　敦子 499-0126

民生委員・児童委員改選

横山　行雄 氏
（長谷）

その他、生活や悩みごとに関することは、お近くの民生委員・児童委員に相談して下さい。秘密は厳守されます。
くわしくは、民生委員・児童委員協議会まで連絡してください。（保健福祉課　TEL 489-9960）

退任された委員は、次のとおりです。( 敬称略 )
前さこ完侑、佐々中祥泰、北雅允、西原貢、柳瀬正代、西本順好、内田ヒロミ、三宅きく子　　　※長年ご苦労様でした。

○新しく委員になられた方。

主な仕事は次のとおりです。 ・身体障害者福祉に関すること。
・母子福祉に関すること。
・青少年健全育成に関すること。

・高齢者福祉に関すること。
・児童福祉に関すること。
・生活保護に関すること。

寺本町長より弟の兄司雄さんに勲章・勲記が手渡されました。
（12月 16日・役場町長室にて）

　民生委員・児童委員が任期により改選されました。平成２５年１２月１日付で、下記の方々が厚生労働大臣より民生委員・
児童委員に委嘱されました。
　又、長年ご尽力いただいた８名の退任される委員に対しまして、町長より感謝状が贈られ又６年以上勤められた方々に対し
厚生労働大臣からの感謝状が町長より伝達されました。

民生委員・児童委員地区担当名簿（任期３年・敬称略）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

11
月
10
日
に
炭
焼
き
・
薪
割
り

体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
簡
易
炭
化
炉

ス
ミ
ヤ
ケ
ー
ル
に
よ
る
炭
焼
き
、

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る

自
然
観
察
会
、
薪
割
り
を
上
手
に

す
る
コ
ツ
を
体
験
し
ま
し
た
。

最
近
で
は
生
活
に
恵
を
も
た
ら

す
森
（
里
山
）
が
遠
い
存
在
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
里
山
は
人
が

関
わ
る
こ
と
で
豊
か
に
な
り
ま

す
。
里
山
と
人
と
の
暮
ら
し
を
つ

な
ぐ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

次
の
開
催
日
は
１
月
18
日
で

す
。
炭
焼
き
、
薪
割
り
、
も
み
が

ら
燻
炭
作
り
と
炭
を
使
っ
た
土
作

り
を
行
う
予
定
で
す
。
多
く
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

支
援
す
る
会

　

℡ 

４
９
５
‐
２
３
３
９

平
成
27
年
に
本
県
で
開
か
れ
る

国
体
を
盛
り
上
げ
る
「
紀
の
国

わ
か
や
ま
１
万
人
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー

ク
」
と
の
同
時
開
催
と
し
て
、
去

る
10
月
26
日
、「
健
康
☆
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
台
風
の
影
響
で
悪

天
候
が
予
測
さ
れ
ま
し
た
が
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
始
時
は
す
っ
か

り
雨
が
上
が
り
、
す
が
す
が
し
い

秋
晴
れ
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
下
神

野
・
上
神
野
を
約
７
㎞
歩
く
コ
ー

ス
で
、
60
歳
代
を
中
心
に
９
歳
か

ら
81
歳
ま
で
の
35
人
が
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
み
、
心
地
よ
い
汗
を

流
し
ま
し
た
。

途
中
、
満
福
寺
に
立
ち
寄
り
、

紀
美
野
の
歴
史
や
生
活
の
知
恵
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
き

み
の
八
体
操
」
を
教
わ
り
、
有
意

義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

町
内
の
希
望
者
に
所
有
地
等
へ

「
し
だ
れ
桜
」
等
を
植
栽
し
て
も
ら

う
こ
の
運
動
を
本
年
も
続
け
て
い

く
た
め
、し
だ
れ
桜
、紅
し
だ
れ
桜
、

八
重
桜
を
そ
れ
ぞ
れ
１
本
５
０
０

円
で
お
分
け
い
た
し
ま
す
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
申
込

み
本
数
の
調
整
を
お
願
い
す
る
場

合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

苗
木
は
、
３
月
頃
の
配
布
に
な

り
ま
す
。

★
そ
れ
ぞ
れ
苗
の
樹
高
に
つ
い
て

は
、
１
２
０
ｃ
ｍ
～
１
５
０
ｃ

ｍ
程
度
で
す
。

★
申
込
期
間
は
、１
月
６
日
（
月
）

か
ら
１
月
31
日
（
金
）
ま
で
。

★
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

　

紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
事
務
局

　
　

紀
美
野
町
役
場　

産
業
課

　
　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
１

　
　

美
里
支
所　

産
業
・
建
設
室

　
　
　

℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

「
美
し
い
郷
づ
く
り
部
会
」
か
ら

さ
く
ら
等
苗
木
購
入
の
お
知
ら
せ

「
自
分
（
ｍ
ｙ
）
の
桜
を

育
て
て
み
よ
う
！
」

　紀美野町の皆様、明けましておめでとうございます。
　清々しい新春を迎えられたことと、お慶び申し上げます。
新年にあたり、話題を一つ提供させていただきます。
　病院はもとより皆様方の健康をお守りし病める方を治療
するのが本分でありますが、もう一つ「未

みびょう

病を治
ち

す」即ち、いまだ病に至らないも
のを治すという役割があります。そこで病む身体にはその前にそこに至る一定の心
が存在しているということについて考えてみたいと思います。
　心はハート・心臓に宿ると思われていた長い時を経て、今では多くの人が脳に存
在すると考えています。只、脳の何処に存在するかはどのような実験でも当然のこ
とながら特定されておらず、尚且つ、心と脳の関係についても一定の結論が得られ
ていません。しかしながら脳が身体全域を支配していることは科学的に多くのこと
が証明されています。それが今日の医学を成立させてもいるのですが、むしろその
ような脳であるからこそ、そこに心が宿っていると考えられているのかも知れませ
ん。確かに私達の心の動きは、一つ一つが身体の変化に表れています。そこで健全
な心に健全な身体がつくられ、「健全な身体に健全な心が宿る」と言う古来からの
言葉が存在しているのではないでしょうか。
　私達は未病を治すという大切な役割を担っているのですが、その前に病気を引き
起こす多くのもとが自らの心にあることを知っていただいて、本年も健康な歳であ
りますことをお祈り申し上げます。

国保野上厚生総合病院だより
病院長　阿

あ

河
が

　良
よし

廣
ひろ

「
健
康
☆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

を
楽
し
み
ま
し
た
!!

き
み
の
定
住
を

支
援
す
る
会
だ
よ
り

　住職、相愛大学教授
のかたわら、認知症高
齢者のグループホーム
運営に携わり、TV や
執筆活動でもご活躍さ
れている釈徹宗氏をお
招きし、講演会を開催します。認知症
と診断されたときの受け止め方や老い
についてご講演いただく予定です。入
場無料、申し込み不要ですが、定員
200 名で先着順とします。

（詳細は回覧をご覧ください）
■日　程　２月８日（土）
　　　　　13：30 ～ 15：00
■場　所　総合福祉センター
■問い合わせ　保健福祉課
　　　　　　　℡ 489 － 9960

─ 釈徹宗氏　
　講演会のお知らせ ─
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保健センターだより

健康相談のお知らせ（1 月の日程） 認知症の人と家族のつどい　相談交流会を開催します。
■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　8 日、15 日、22 日、29 日
■時　間：午前９時～ 11 時　■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等
　各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後のよりよい
生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、
お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
お問い合わせ先：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

　「認知症かもしれない」「こんなときどうしたらいいの？」思いを話してみま
せんか？（詳しい内容は回覧をご覧ください）
■日　時　2 月 16 日（日）午前 10 時～午後 3 時
■場所　総合福祉センター（紀美野町下佐々 1408 番地 4）
■内容　○医師によるお話と、医師を交えて参加者との話し合い
　　　　○交流会（昼食をとりながら）
　　　　○当事者・家族の話し合い
■申込方法　2 月 7 日（金）までに下記までお申し込みください。
　　　　　　保健福祉課（ＴＥＬ：４８９－９９６０）
　　　　　　または　一般社団法人　和歌山県認知症支援協会
　　　　　　（ＴＥＬ：４２３－５７７１）
■その他　募集定員は、認知症の人の家族２０名（当事者同伴も可）です。
　　　　　介護の必要な当事者には別室で介護を行います。
　　　　　参加費は無料です。（ただし昼食代５００円）は自己負担となります。
　　　　　詳しくは、一般社団法人　和歌山県認知症支援協会
　　　　　（ＴＥＬ：４２３－５７７１）まで

平成 25 年度衛生カレンダーをご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ
■保育所開放のご案内〈申し込みは、各保育所まで〉
　○野上第１保育所：1 月 27 日（月）　℡４８９－２１４４
　○野上第２保育所：1 月 7 日（火）・21 日（火）　℡４８９－４９５３
　○神野保育所　　：1 月 8 日（水）・22 日（水）　℡４９５－２０４９
　○毛原保育所　　：1 月 8 日（水）・22 日（水）　℡４９９－０１３１
■遊びの教室のご案内〈申し込みは、支援センター　℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第１保育所
　○コアラ　　　　1 月 15 日（水）9：30 ～ 11：30　総合福祉センター（クッキング）
　○カンガルー　　1 月 28 日（火）9：30 ～ 11：00　総合福祉センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申し込みお願いします。
■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
　親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　【子育て支援センター】動木１５６（℡４８９－２１４４）
　　　　　　　　　　　月～金曜日 (10：00 ～ 12：00・13：00 ～ 16：00）（土・日・祝は休み）
　　　　　　　　　　　 1 月 20 日（月）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　 1 月 27 日（月）は栄養士による栄養相談
　【自然体験世代交流センター】鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
　　　　　　　　　　　 毎月　第２，４週の木曜日　（9：30 ～ 11：30）
　　　　　　　　　　　 1 月 9 日（木）は栄養士による栄養相談
　【育児相談】　センター開放日と同じ日・時で行います。
　　　　　　　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者　※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健康相談 健康診断書の作成等を行います。（予約制）
1 月 27 日（月）　　９：３０～１０：３０

　　　　　　　　　　（受付）　エイズ検査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせし
ます。（予約制）

検便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。 1 月 27 日（月）　　９：３０～１１：００
　　　　　　　　　　（受付）　

こころの健康相談

こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望さ
れる方には、精神科医師が相談に応じます。

（一週間前までに要予約）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

1 月 8 日（水）　　９：００～
1 月 22 日（水）　１３：３０～

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。（予約制） 1 月 27 日（月）　１０：３０～１１：３０

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日除く）

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで　　　　　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

障がい者巡回相談のお知らせ
対　象　者 月　　　日 場所・時間 予　　約　　先

精神障がいの方・
家族の方 1月7日（火）

美里支所　9：30 ～ 12：00
総合福祉センター
　　　　 13：30 ～ 16：00

●野上厚生病院内相談支援事業所　 ℡４８９－２９０８
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

1月15日（水）
美里支所　9：30 ～ 12：00
総合福祉センター
　　　　 13：30 ～ 16：00

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

　　　　　　 ℡４８３－０４５４
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」 ℡４９４－３５３９

献血にご協力お願いします

1 月 21 日（火）
10：00 ～ 12：00　
　紀美野町役場美里支所
13：30 ～ 16：00　
　紀美野町役場本庁
※その日の健康状態や服薬等

により、献血できない場合
があります。
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健康づくりコーナー 【問い合わせ・申込先】
保健福祉課（総合福祉センター）℡ 489-9960

安心声かけ練習を実施 !!
下真国地区で

　最近物忘れが増えてきた・・・物忘れはないが、予防に役立てた
ら…とお考えの皆さん、脳の健康度を調べる検査（ファイブ・コグ）
を受けてみませんか？
ファイブ・コグ検査とは　
★認知症になると低下しがちな脳の５つの機能（記憶、注意分割、計画力

など）を調べる検査です。※認知症を診断する検査ではありません。
★スクリーンに映し出された課題を指定の用紙に各自記入していきます。

課題は６問で検査時間は約 45 分です。
★結果は性別・年齢等考慮し、65 ～ 85 歳未満の統計を元に割り出します。
★自分の得意なところや苦手なところがわかり、予防に役立てることがで

きます。

あなたの脳は健康ですか？

　冬場を中心に流行します。非常に強
い感染力で人から人に感染します。

（症状：おう吐、下痢、腹痛、軽い発熱等）

●予防対策について
　①手洗いを徹底しましょう。
　②便やおう吐物の処理は使い捨てマ

スクや手袋を使用し、直接触らな
いようにしましょう。汚染された
場所は消毒しましょう。

　③食品は十分加熱しましょう。調理
器具は消毒しましょう。

※消毒は塩素系漂白剤が有効です。
　（使用にあたっては「使用上の注意」

を確認しましょう）

ノロウイルスによる
感染にご注意ください！！

　11 月 9 日（土）、下真国地区で地区住民や介護保険事業
所職員、海南警察署員ら６４人が参加して、認知症の人を
見守るための、安心声かけ練習が行われました。
　これは、紀美野町認知症施策総合推進事業の一環として、
地域ぐるみで認知症の人を見守るための取組みで、今年で
３回目になります。
　真国区民センターを会場に、海南警察署生活安全刑事課・
小川氏による、「海南警察署管内における行方不明事案状況
について」の説明と、認知症という病気について、岩橋医
院きみのファミリークリニックの岩橋良彦医師より講話が
ありました。様子が気になる認知症高齢者にどのようにし
て声をかけるのか、寸劇を交えて参加者に見てもらった後、
地区住民 34 人が 6 グループに分かれて地域を歩き、介護
保険事業所職員扮する認知症高齢者役に声をかけ、日常会
話から「どこから来たの」「どうしたの」などと質問をし、
安全な場所に誘導しながら年齢や服装などを警察等に通報
するまでの流れを体験しました。その後、同センターで意
見交換会が行われ、参加者からは、「はじめの第一声が難し
く感じた」「1 人より２人で対応するほうがいいと思った」

「つい相手の情報を知ろうとするばかりに質問攻めになって
しまった」「今回の経験で次からは声かけができると思う」
という声があり、認知症高齢者役からは、「やさしい言葉を
かけてくれホッとした」「ケガをしていないかなど、細やか
な気配りをしてくれた」「地域をあげての取組みとして、町
に根付かせていきたい」などの感想が寄せられました。今
回は認知症サポーター養成講座（※）をかねて開催し、参
加者全員 34 名の認知症サポーターが誕生しました。この

取組みは今後も継続して実施していく予定です。
　警察庁調べによると、平成２４年の全国の行方不明者数
は約８万人、そのうち認知能力等の低下が原因と思われる
方は約１万人あり、全体の約１２％を占めます。紀美野町
でも今年４月から２件発生しており、例外ではありません。
　紀美野町では、町を認知症になっても安心して外出でき
る地域にするべく、海南警察署・海南市と連携しながら、
地域・事業所・行政等が一体となって地域ぐるみで認知症
の人を見守るためのネットワーク＝紀美野にこにこネット
ワークを立ち上げました。この趣旨に賛同し、見守りにご
協力いただける協力事業所や協力員を募集しております。
みなさまのご協力をお願いいたします。
※認知症サポーターとは、認知症という病気を正しく理解

し、自分のできる範囲で認知症の人とその家族を見守る
応援者のことをいいます。時間は１時間程度、受講は無
料でどなたでも受けられます。

問い合わせ：保健福祉課　☎４８９－９９６０

日　程 内　容 場　所

１月２８日（火）
１０時～１１時

アンケート記入
ファイブ・コグ検査

総合福祉センター

２月　４日（火）
１０時～１１時半

結果説明
認知症について

総合福祉センター

※眼鏡が必要な方はご持参ください。
申し込み・問い合わせ　保健福祉課　℡ ４８９－９９６０
　　　　　　　　　　　申込期限　１月２４日 ( 金 ) まで

←認知症高齢者役に
　声をかける参加者

目線を合わせて→
「こんにちは」

～認知症の人が地域の中で安心・安全に暮らし続けられるように～
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お
知
ら
せ
・
募
集

～新成人の皆さんへ～
20歳になったら国民年金

募
集
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

　国民年金は、年をとった時やいざという時の生活を、
現役世代みんなで支えようという考えで作られた仕組
みです。
　具体的には、若い時に公的年金に加入し保険料を納
め続けることで、年をとった時や、病気やケガで障害
が残った時、家族の働き手が亡くなった時に、年金を
受け取ることができる制度です。

国民年金のポイント 
●将来の大きな支えになります
　　国民年金は 20 歳から 60 歳までの人が加入し、

保険料を納める制度です。
　　国が責任をもって運営するため、安定しています

し年金の給付は生涯にわたって保障されます。
●老後のためだけのものではありません
　　国民年金には、年をとった時の老齢年金のほか障

害年金や遺族年金もあります。障害年金は病気や事
故で障害が残った時に受け取れます。また遺族年金
は、加入者が死亡した場合、その加入者により生計
を維持されていた遺族（「子のある妻」や「子」）が
受け取れます。

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
◆「学生納付特例制度」
　　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の

所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が
猶予される制度です。

　　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大
学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学
校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一
部の海外大学の日本分校に在学する方です。

◆「若年者納付猶予制度」
　　学生でない 30 歳未満の方で、ご本人及び配偶者

の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納
付が猶予される制度です。

■問い合わせ
　紀美野町役場・住民課　℡ ４８９－５９０３
　美里支所・住民室　　　℡ ４９５－３４６４

紀
美
野
町
臨
時
職
員
募
集
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日

の
現
況
等
に
よ
り
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

平
成
25
年
１
月
２
日
か
ら
平
成

26
年
１
月
１
日
ま
で
の
間
に
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
速

や
か
に
届
出
、
も
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
土
地
の
利
用
状
況
・
利
用
目
的

を
変
え
た
方
で
、
地
目
変
更
登

記
等
を
さ
れ
て
い
な
い
方

②
住
宅
用
地
の
特
例
の
適
用
に
つ

い
て
（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

③
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
方
（
災

害
等
、
何
ら
か
の
原
因
で
滅
失

さ
れ
た
方
）

④
新
築
・
増
築
さ
れ
た
方
で
、
家

屋
の
評
価
に
お
伺
い
し
て
い
な

い
方

⑤
売
買
や
相
続
等
に
よ
り
未
登
記

家
屋
の
所
有
者
が
変
更
さ
れ
た

方
【
問
い
合
わ
せ
・
届
出
先
】

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
５

固
定
資
産
税
に
係
る
届
出
を
お

願
い
し
ま
す

■
申
込
方
法　

履
歴
書
（
写
真
添

付
）
１ 

通
と
資
格
免
許
の
写

し
を
持
参
の
上
、
平
成
26
年
１

月
20
日
（
月
）
ま
で
に
左
記
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　
　

保
健
福
祉
課
（
紀

美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）
℡
４
８
９
‐
９
９
６
０

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
雇
用
期
間　

平
成
26
年
４
月
～

平
成
26
年
９
月
（
更
新
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。）

　農業委員会では、毎年各農家の方々から提出された申請書
に基づいて、農業委員会委員選挙人名簿を調製しています。
申請書が提出されないと投票もリコールの請求もできなくな
りますので、登載資格のある方は、平成26年1月10日(金)
までに農業委員会（本庁産業課、美里支所産業・建設室）に
提出してください。資格のない方の提出は不要です。なお、
申請書は今月広報とともに各戸配布しています。

農家の方々へ　農業委員会委員選挙人名簿登載申請のお知らせ

1月10日までの提出にご協力を！

職種 募集人数 職務内容 応募資格 賃金 勤務時間 勤務場所

保育士 若干名
保育所
での保育

保育士資格を
お持ちの方

日額　7,200 円
社会保険加入昇給、
賞与及び退職金：無し

原則として月曜日
～金曜日午前 7 時
から午後 7 時のう
ち昼休憩をはさん
で 7 時間 45 分

紀美野町内
保育所

保健師
または
看護師

1 名

認知症など
に関する相
談対応、訪
問等

保健師免許
ま た は、 看
護師免許を
お持ちの方

保健師：日額 9,000 円
看護師：日額 8,500 円
社会保険加入昇給、
賞与及び退職金：無し

原則として月曜日
～金曜日午前 8 時
30 分から午後 5
時 15 分のうち昼
休憩をはさんで 7
時間 45 分

紀 美 野 町 総
合 福 祉 セ ン
ター

償却資産の申告をお忘れなく！！
償却資産（固定資産税）の申告は
　　平成26年1月31日（金）までに
　１月１日に紀美野町に償却資産をお持ちの方は、税務課まで
申告書を提出してください。
　なお、新たに事業を始められた方や申告用紙をお持ちでない
方は、お申し出ください。
償却資産とは
　　個人や会社で工場や商店を経営している人でその事業のた
めに用いることのできる構築物・機械・器具・備品等をいいます。
償却資産の例

【問い合わせ・届出先】税務課　固定資産税係　℡４８９ ‐ ５９０５

飲食店 理容業・美容業 工場 医院・歯科医院

接客用家具・備品、
厨房設備、テレビ、
カ ラ オ ケ セ ッ ト、
自動販売機など

理・美容椅子、洗
面設備、タオル蒸
器など

各種製造設備（旋
盤、金型、プレス
機など）、受変電設
備、構内舗装など

各種医療機器（ベッ
ド、手術台、Ⅹ線
装 置 な ど ）、 各 種
キャビネットなど

ガソリンスタンド 建設業 小売店 農業

オ イ ル チ ェ ン
ジ ャ ー、 洗 車 機、
ガ ソ リ ン 計 量 器、
照明設備など

ブルドーザー、ポ
ンプ、ポータブル
発電機、パワーショ
ベルなど

商 品 陳 列 ケ ー ス、
陳列棚、自動販売
機、冷蔵庫など

ビ ニ ー ル ハ ウ ス、
電動機、ボイラー、
歩行型トラクター
など
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平成26年度
紀美野町立学童保育所　入所受付

１．入所資格　平成 26 年 4 月 1 日現在、町内在住の小学
1 年生から 3 年生までの児童で、昼間保護
者（家族を含む）が家庭においてお子さん
の保護に当たれない場合に対象となります。

（但し、各学童の定員に満たない場合、保護
者の要件を満たしていれば４年～６年の児
童も対象になります。）

２．入所期間　平成 26 年 4 月 1 日～
　　　　　　　　　　　　　　　　平成 27 年 3 月 31 日
　　　　　　　※土曜・日曜・祝日・夏期（8 月 13 日～

15 日）・年末年始（12 月 29 日～ 1 月
4 日）は休所とします。

３．開設場所　○野上学童保育所（定員 35 名）
　　　　　　　　　動木１４４５番地（野上小学校内）
　　　　　　　○下神野学童保育所（定員 20 名）
　　　　　　　　　神野市場 217 番地（文化センター内）
４．開設時間　・放課後～午後６時
　　　　　　　・学校休業日（土曜・日曜・祝日は除く）は、
　　　　　　　　午前８時～午後６時
５．申込方法　入所を希望する保護者は、所定の入所申請

書に必要事項を記入後、勤務等証明書・所
得証明書を添付の上、教育委員会総務学事
課（役場本庁２階）または、学事生涯学習
室（文化センター）に提出してください。
なお、入所申請書一式は、上記申込先及び
野上学童保育所に備え付けています。また、
紀美野町役場ホームページからもダウン
ロードできますので、ダウンロード後印刷
し、ご記入下さい。

６．提出期間　平成 26 年 2 月 3 日（月）～ 2 月 14 日（金）
７．問い合わせ　教育委員会　総務学事課・青少年センター
　　　　　　　　℡ ４８９－５９０９

平成26・27年度
入札参加資格の申請等について

　紀美野町が発注する建設工事、測量・建設コンサルタン
ト等、物品及び役務提供の平成２６・２７年度分の入札に
参加される方は、入札参加資格審査申請書を提出していた
だく必要があります。詳細については、町ホームページに
掲載しておりますのでご覧ください。また、提出様式は企
画管財課でも配布していますので必要な方はお越しくださ
い。
１．提　出　先	 企画管財課 
２．申請書宛名	 紀美野町長
３．受 付 期 間	 平成 26 年 1 月 6 日
	 ～平成 26 年 2 月 28 日 
	 但し、土曜日・日曜日及び祝日・休業日

は除く
	 午前 8 時 30 分から午後５時までの間。

但し、正午から午後１時までは除く。
４．有 効 期 間	 ２ 年 間（ 平 成 26 年 4 月 1 日 ～ 平 成

28 年 3 月 31 日）
	 ※ただし、町内業者のみ中間審査申請時

（平成 27 年 2 月 1 日～平成 27 年
2 月 28 日）に追加書類を提出し、審
査を受ける必要があります。

５．問い合わせ	 企画管財課　℡　４８９－５９１３

平成26・27年度　海南海草老人福祉施設事務組合
入札参加資格審査申請の受付について

　海南海草老人福祉施設事務組合が発注する物品の製造・
販売等の入札に参加される方は下記内容を熟読のうえ、必
ず期限までに申請書及び必要書類を提出してください。
１．提出先及び問い合わせ先
　　〒 640-1121　和歌山県海草郡紀美野町下佐々
　　　　　　　　　　1408-7 番地
　　海南海草老人福祉施設事務組合　事務局
　　073 － 489 － 3631
　　ＵＲＬ　http://www.yasuragien.com/
２．申請書宛名　管理者　寺本　光嘉
３．受付期間　　平成 26 年 1 月 6 日から平成 25 年 2 月 10

日まで、但し、日曜日・土曜日及び祝日・休業日は除く
　　午前 8 時 30 分から午後５時までの間、但し、正午

から午後１時までは除く。
４．有効期間　２年間（提出年度含む）
５．提出書類　下表を参照のこと
６．提出方法　持参及び郵送 ( 当日消印有効 ) でも可
提出を必要とする書類
●入札参加資格審査申請書●営業所一覧●委任状 ( 営業所
等での入札参加の場合 ) ●印鑑証明書 ( 写）●使用印鑑届
●納税証明書 ※「市町村税」と国税「消費税及び地方消費
税」及び「法人税」( 個人は所得税 ) 分とする。※直近１箇
年分とする。※写し可●商業登記簿謄本の写し ( 法人 ) 又
は住民票の写し ( 個人）●営業許可証明書又は登録証明書
( 写 )( 営業に必要な場合に限る )

平成26・27年度国民健康保険野上厚生病院組合
入札参加資格登録申請書提出等について

　平成 26・27 年度において国民健康保険野上厚生病院
組合が発注する物品の購入、修繕、業務委託及び建設工事、
測量建設コンサルタント等についての入札等に参加を希望
される方は、下記期限までに別紙資格登録申請書を提出し
て下さい。

記
１．提出期限
　　平成 26 年 1 月 6 日（月）から平成 26 年 2 月 7 日（金）

まで
　　午前９時から午後５時まで（但し、祝祭日、土・日曜

日は除く）
　　＊登録申請用紙は、当病院　庶務課での配布の他、国

保野上厚生総合病院
　　　ホームページよりダウンロードできます。
２．提出方法
　　持参又は郵送（最終日の消印有効）
３．申請書宛名
　　国民健康保険野上厚生病院組合　管理者　寺本光嘉
４．提出書類
　　＊物品購入等入札参加資格登録申請書　　１部
　　＊希望する資格の種類表（希望する業種に○を記入）
　　＊納税証明書（直近の消費税、法人税等）１部（コピー可）
　　＊建設、測量、コンサルタント業においては国土交通

省統一様式添付のこと。
５．入札参加資格の有効期間（２年間）
　　平成 26 年 4 月 1 日から平成 28 年 3 月 31 日まで。
　　尚、登録は２年間有効としていますので、平成 25・

26 年度の登録をされている方は、今回申請する必要
がありません。

６．提出場所及び問い合わせ先
　　午前９時から午後５時まで（但し、祝祭日、土・日曜

日は除く）
　　国保野上厚生総合病院　事務局　庶務課
　　　　〒６４０－１１４１
　　　　和歌山県海草郡紀美野町小畑１９８番地
　　　　TEL：０７３－４８９－２１７８（代）
　　　　FAX：０７３－４８９－５６３９
　　　　URL：http://www.nokami-hospital.jp/
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民
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学
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座
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和
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県
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費
者
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政
活
性
化
交
付
金
事
業
）　　
　

「
消
費
者
生
活
と
法
的
バ
ラ
ン
ス
感
覚
」

講
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北
村
晴
男 

弁
護
士
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み
な
さ
ん
が
安
定
し
た
日
常
生

活
を
送
り
、
消
費
者
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
、
消
費
者
意
識
の
向
上

を
図
る
た
め
、「
行
列
の
で
き
る

法
律
相
談
所
」
で
お
な
じ
み
の
北

村
晴
男
弁
護
士
を
お
迎
え
し
、
町

民
大
学
講
座
（
和
歌
山
県
市
町
村

消
費
者
行
政
活
性
化
交
付
金
事

業
）
を
開
催
し
ま
す
。

教
育
長　

橋　

戸　

常　

年

  

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
厚
情
の
お
蔭
で
、
無
事
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
本
年
も
ご
指
導
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
常
に
夢
（
目
標
）
を
持
ち
、
そ

の
実
現
に
向
か
っ
て
精
進
を
重
ね
て
い
く
こ

と
が
、
定
め
で
あ
り
生
き
が
い
と
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
い
よ
い
よ
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体

が
来
年
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
本
年
７
月
に

は
５
日
間
に
わ
た
り
本
町
に
お
い
て
、「
全

日
本
社
会
人
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
紀
美
野
町
に
と
っ
て
、
経
験

の
な
い
出
来
事
で
あ
り
、
全
国
か
ら
の
選
手

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
大
会
を
と
お
し
て
、
町
内
の
子

ど
も
た
ち
が
何
か
を
感
じ
、
何
か
を
つ
か
み
、

そ
し
て
将
来
の
糧
へ
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

今
年
も
夢
を
追
い
、
夢
の
実
現
に
向
か
っ

て
、
Ｇ
Ｏ
。

■
日
時　

２
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～

　
　
　
　
（
30
分
前
開
場
）

■
場
所　

中
央
公
民
館

消
費
者
被
害
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
に
は
、
自
分
だ
け
は
大
丈

夫
と
思
わ
ず
、
悪
質
業
者
の
手
口

な
ど
を
学
び
、
日
頃
か
ら
気
構
え

る
こ
と
や
、
周
り
の
か
た
に
よ
る

見
守
り
活
動
が
と
て
も
た
い
せ
つ

で
す
。

消
費
者
被
害
を
な
く
す
た
め
、

悪
徳
商
法
か
ら
の
身
の
守
り
方
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

■
入
場
無
料
（
整
理
券
が
必
要
で

す
）

■
整
理
券
配
布
場
所

　

中
央
公
民
館
、
小
川
・
志
賀
野

地
区
公
民
館
、
美
里
支
所
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
真
国
・
国

吉
・
長
谷
毛
原
出
張
所

　

配
布
は
１
月
８
日
（
水
）
よ
り

各
施
設
の
開
館
時
間
中
で
す
。

■
主
催　

紀
美
野
町
、
紀
美
野
町

教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

―

夢
を
追
い
か
け
な
が
ら―
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■
中
央
公
民
館

　

８
日　

お
正
月
遊
び
を
し
よ
う

　

15
日　

お
は
な
し
会

　

22
日　

ち
ぎ
り
絵
体
験
し
よ
う

　

29
日　

百
人
一
首
を
し
よ
う

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

８
日　

お
は
な
し
会

　

15
日　

お
正
月
遊
び

　

22
日　

な
わ
と
び
を
し
よ
う

　

29
日　

ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
よ

う

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

し
ぶ
ん
ぎ
座
流
星
群
特
別

観
望
会
開
催

ち
ぎ
り
絵
体
験
を
し
よ
う

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
す
い
と
う

■
対
象　

小
学
生
、
保
育
園
児
及

び
保
護
者
の
方
（
保
育
園
児
は

保
護
者
の
方
と
参
加
し
て
く
だ

さ
い
）
※
先
着
30
名

■
そ
の
他　

お
や
つ
に
ぜ
ん
ざ
い

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
共
催　

ほ
ん
の
森

■
申
込
み　

１
月
10
日
（
金
）
ま

で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

■
問
い
合
わ
せ

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

み
さ
と
天
文
台
休
館
情
報

12
月
27
日
（
金
）
か
ら
１
月
７

日
（
火
）
ま
で
終
日
休
館
。
な
お

１
月
４
日
（
土
）
未
明
に
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。

携
帯
電
話
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
犯

罪
が
増
え
て
い
ま
す
。

被
害
者
や
加
害
者
に
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
み
な
さ
ん
を
取
り
巻

く
ネ
ッ
ト
の
現
状
を
お
聞
き
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

２
月
19
日
（
水
）

　
　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
10
分

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
講
師　

篠
原
嘉
一
氏
（
Ｎ
Ｉ
Ｔ

情
報
技
術
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
・
兵
庫
県
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
）

■
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

■
日
時　

１
月
22
日
（
水
）

　
　

午
後
２
時
30
分
～
４
時

■
場
所　
中
央
公
民
館
工
芸
美
術
室

■
対
象　

小
学
生
以
上
（
大
人
の

方
も
ど
う
ぞ
）

■
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

　

中
央
公
民
館

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

ネ
ッ
ト
に
潜
む
危
険
」

～
子
ど
も
た
ち
の

　

ネ
ッ
ト
利
用
の
現
状
～

人
権
を
考
え
る
公
開
講
座
・

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
教
育
講
演
会

《
交
流
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
》

じ
ど
う
か
ん
「
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
」
と
「
木
工
教
室
」

■
日
時　

１
月
18
日
（
土
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

お
は
な
し
ポ
ン
さ
ん
に

よ
る
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」

「
木
工
教
室
」
講
師:

瀧
本
さ

ん
（
和
歌
山
市
）

■
参
加
費　

３
０
０
円
（
木
工
教

室
材
料
代
）

「りゅう座」と「うしかい座」の間から
放射状に流れ星が空全体に現れます。

し
ぶ
ん
ぎ
座
流
星
群
は
年
間
の

三
大
流
星
群
の
一
つ
で
、
今
年
は

月
も
無
く
、
最
も
流
星
が
出
現
す

る
時
刻
も
未
明（
４
日
午
前
４
時
）

と
、最
高
条
件
で
観
察
で
き
ま
す
。

み
さ
と
天
文
台
で
は
こ
の
時
間

帯
に
、
観
望
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
時
間
中
の
入
退
場
は
自
由

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
天
候
・
路
面
状
況
に
よ

り
中
止
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。
お

出
か
け
前
に
、
み
さ
と
天
文
台
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

１
月
４
日
（
土
）

　
　

午
前
０
時
～
午
前
６
時

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

　
　
　
　

空
の
庭

■
備
考　

事
前
申
込
不
要
・
無
料

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

12
月
15
日
（
日
）、
ふ
れ
あ
い

公
園
に
て
第
８
回
紀
美
野
ふ
れ
あ

い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。１

２
０
０
人
を
超
え
る
ラ
ン

ナ
ー
が
師
走
の
紀
美
野
路
を
激
走

し
ま
し
た
。

大
会
を
支
え

る
た
め
ご
協

力
い
た
だ
い

た
、
た
く
さ

ん
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆

さ
ま
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が
や
っ
て
き
た
」

■
日
時　

１
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
開
演

　
　
　
　
（
12
時
30
分
開
場
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

み
さ
と
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

一
般
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

高
校
生
５
０
０
円

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

■
内
容　

第
１
部　

チ
ェ
ロ
と
ピ

ア
ノ
で
こ
ん
に
ち
は

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
百
冊
】

　
　

塚
田
華
蓮
（
下
小
１
年
）

【
四
百
冊
】

　
　

米
田
萌
恵
（
下
小
６
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
疾
風
ロ
ン
ド
」
東
野
圭
吾
・
著

「
ほ
ろ
び
ぬ
姫
」
井
上
荒
野
・
著

「
奇
跡
の
納
豆
パ
ワ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　

須
見
洋
行
・
著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
ゼ
ツ
メ
ツ
少
年
」
重
松
清
・
著

「
お
に
よ
り
つ
よ
い
お
よ
め
さ
ん
」

　
　
　
　
　
　

井
上
よ
う
子
・
著

「
盆
栽
え
ほ
ん
」
大
野
八
生
・
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

　

第
２
部　

合
唱

構
成
「
ぞ
う
れ
っ

し
ゃ
が
や
っ
て
き

た
」

■
主
催　

和
歌
山
ぞ

う
れ
っ
し
ゃ
合
唱

団
■
後
援　

　

紀
美
野
町
教
育
委

員
会
、
海
南
市
教

育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

　

由
井　

勝

　
（
℡
４
４
５
‐

５
５
５
７
）、

　

井
澤
慶
三

　
（
℡
４
８
７
‐

２
３
２
３
）

小
物
入
れ
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！
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　私たち、読み聞かせサークルほたるは、も
ともとは真国と上神野で別々に活動する、
サークルでした。それが 10 数年前に一つに
なって、サークル名を「ほたる」として活動
するようになりました。
　ここ数年前には、週に１回、小学校の１限
目が始まる前に、早朝読み聞かせをさせてい
ただきました。今では、月１回のふれあいルー
ム、保育所、ほんの森さんの集まりに参加さ
せていただいています。
　ゆっくりゆっくり、絵本の内容を楽しみな
がら、読む言葉の意味が分かってもらえるよ
う練習を重ねています。
　男女年齢に
関係なく一緒
にやっていた
だける方を歓
迎いたします。

─ わが町サークル ─
『読みきかせの会「ほたる」』

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
九
十

「
熊
野
詣
」

第
18
回
和
歌
山
県
Ｗ
Ｇ
Ｇ
Ａ

会
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

大
会
開
催

志
賀
野
地
区
公
民
館
作
品

展
示
会

11
月
23
日
（
土
）
勤
労
感
謝
の

日
、
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト

ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
第
18
回
和
歌

山
県
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
協
会
会
長
杯

争
奪
大
会
が
開
催
さ
れ
、82
名（
男

性
42
名
、女
性
40
名
）
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
14
ホ
ー
ル
で
ス
コ
ア
を

競
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
、
数
字
は
ス

コ
ア
）

［
男
性
の
部
］

１
位　

吉
田
頴
弘
（
毛
原
中
）
73

２
位　

西
林
良
樹
（
和
歌
山
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

74

３
位　

高
垣
正
幸
（
下
佐
々
）
75

［
女
性
の
部
］

１
位　

福
岡
規
子
（
毛
原
中
）
66

２
位　

硲　

艶
子
（
神
野
市
場
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

70

３
位　

岩
切
マ
ス
子（
和
歌
山
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

75

■
日
時　

２
月
１
日
（
土
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
９
時

　

２
日
（
日
）　

午
前
９
時
30
分

　
　

～
午
後
４
時

■
展
示
【
１
・
２
日
】

　

ミ
シ
ン
刺
繍
・
書
・
花
作
り
・

ビ
ー
ズ
手
芸
・
パ
ソ
コ
ン
・
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
地

域
子
ど
も
作
品
・
地
域
サ
ロ
ン

作
品
・
一
般
作
品
ほ
か

※
芸
能
発
表
終
了
後
よ
り
、
志
賀

野
地
区
の
行
事
風
景
な
ど
、
写

真
投
影
も
あ
り
ま
す
。

■
芸
能
【
１
日
】

　

読
み
聞
か
せ
ほ
た
る
に
よ
る

「
民
話
」　

午
後
１
時
30
分
～

　

カ
ラ
オ
ケ　

午
後
２
時
頃
～

※
飛
び
入
り
大
歓
迎

平
安
時
代
の
後
期
、
１
１
４
２

年
に
鳥
羽
上
皇
に
寄
進
さ
れ
た
神

野
庄
は
、
真
国
庄
な
ど
と
共
に
上

皇
の
熊
野
詣
に
さ
い
し
て
い
ろ
い

ろ
負
担
す
る
沿
道
諸
壮
の
一
つ
と

さ
れ
て
い
た
。

こ
の
上
皇
は
１
１
０
７
年
に
５

歳
で
天
皇
と
し
て
即
位
し
た
が
、

祖
父
の
白
河
上
皇
が
政
権
を
握
っ

て
い
た
。
１
１
２
３
年
に
位
を
崇す

徳と
く

天
皇
に
譲
っ
て
上
皇
に
な
っ
た

と
き
は
、
ま
だ
20
歳
を
少
し
過
ぎ

た
ば
か
り
の
青
年
上
皇
で
、
そ
れ

か
ら
６
年
後
に
白
河
法ほ

う

皇お
う

が
崩ほ

う

御ぎ
ょ

し
た
た
め
に
鳥
羽
上
皇
の
院
政
が

始
ま
っ
た
。

当
時
は
熊
野
信
仰
が
盛
ん
な
時

代
で
、
世
俗
の
宗
教
に
あ
き
た
ら

ず
、
熊
野
三
千
六
百
峰
と
い
わ
れ

た
山
々
を
踏
み
分
け
「
ア
リ
の
熊

野
詣
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、

人
々
は
熊
野
へ
と
向
か
う
の
で

あ
っ
た
。

鳥
羽
上
皇
も
、
上
皇
に
な
っ
て

か
ら
数
回
、
祖
父
と
共
に
熊
野
詣

に
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
権

の
握
っ
た
後
に
は
毎
年
の
よ
う
に

行
き
、
一
年
に
二
回
行
く
こ
と
も

あ
っ
た
。
後
白
河
上
皇
の
34
回
や

後
鳥
羽
上
皇
の
28
回
に
は
及
ば
な

い
が
そ
れ
で
も
21
回
も
通
っ
て
い

る
。こ

の
上
皇
の
御み

幸ゆ
き

の
際
、
神
野

庄
の
壮
民
た
ち
も
、
食
膳
に
あ
が

る
品
々
や
菓
子
・
酒
・
調
味
料
・

燃
料
・
飼
料
か
ら
人
夫
・
伝で

ん

馬ま

に

い
た
る
ま
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
負
担
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
指
定
の
場
所
に
指
定
の

期
日
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
現
在
の
御
坊
市
か
ら
田
辺
市

中な
か

辺へ

路じ

な
ど
、
日
高
川
河
口
か
ら

日
置
川
源
流
ま
で
の
熊
野
御
幸
の

沿
道
に
、
こ
れ
ら
の
品
々
を
運
ぶ

の
で
あ
る
。

高
野
街
道
と
の
分
岐
点
で
あ
る

神
野
の
市
場
辻
を
発
し
た
荷
駄
隊

は
、
樋
下
か
ら
上
ヶ
井
、
蛇
岩
大

明
神
の
前
を
通
っ
て
遠と

井い

の
峠
を

越
え
て
清
水
に
至
る
。
そ
こ
か
ら

龍
神
街
道
に
近
い
道
を
通
っ
て
日

高
川
・
日
置
川
筋
の
熊
野
御
幸
道

へ
と
進
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
当

時
か
ら
海
岸
よ
り
の
熊
野
街
道
と

は
別
ル
ー
ト
の
裏
街
道
と
も
い
う

べ
き
熊
野
街
道
が
神
野
か
ら
有

田
・
龍
神
を
越
え
て
熊
野
ま
で
通

じ
て
い
た
。
荷
車
を
使
う
こ
と
な

く
自
分
の
足
で
高
い
峠
も
越
え
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
神
野

真
国
庄
園
図
に
あ
る「
熊
野
新
宮
」

が
神
野
市
場
に
勧か

ん
じ
ょ
う請
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
し
か

し
熊
野
新
宮
は

現
在
、
残
念
な

が
ら
、
そ
の
所

在
を
特
定
す
る

こ
と
が
で
き
て

い
な
い
。

■
茶
席
【
１
日
】

　
　

午
後
０
時
30
分
～

■
そ
の
他　

ご
来
館
の
方
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
あ
り
（
数
量
限
定
・
パ

ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
よ
り
）

　

一
般
作
品
募
集
（
23
日
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

■
問
い
合
わ
せ　

志
賀
野
地
区
公

民
館

入賞者のみなさん
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鹿
寄
せ
の
ホ
ル
ン
の
音
に
人
も
寄
り　
　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

曲
線
が
直
線
と
な
り
冬
の
川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
庭
武
彦

く
さ
め
し
て
口く

説ど

き
文
句
を
言
は
さ
ざ
る　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

独ひ
と

り
居い

の
庭
に
朝
よ
り
小
鳥
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
山
愛
子

銅
像
の
十じ

ゅ
う
に
ひ
と
え

二
単
に
散
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　

貴
子

門
前
に
懸か

け

大だ
い

根こ
ん

の
土
こ
ぼ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
上
幸
子

ス
ト
ー
ブ
を
囲
み
話
の
平
行
線　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
根
利
子

闘た
た
かへ
る
ラ
ガ
ー
に
恋
す
る
歌
の
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田
幸
恵

消け
し

炭ず
み

の
消
え
ゆ
く
や
う
な
記
憶
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
重
信

野
地
蔵
の
背せ

な

を
灯と

も

し
て
冬
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
拝
な
を
み

月つ
き

光か
げ

に
小
人
が
遊
び
て
い
る
よ
う
な

　
　
　
　
　

体
育
祭
の
あ
と
の
校
庭　
　
　
　
　
　
　

竹
本
セ
ツ
子

菊
の
花
よ
う
や
く
蕾
ふ
く
ら
み
て

　
　
　
　
　

咲ひ
ら

け
ば
畑
は
黄
や
赤
や
白　
　
　
　
　
　
　

段
木
幸
代

か
は
た
れ
の
土
間
に
動
か
ぬ
蟇

ひ
き
が
へ
る

　
　
　
　
　

と
く
身
を
隠
せ
老
猫
ゐ
る
ぞ　
　
　
　
　
　

山
本
綾
子

野
分
け
す
ぎ
寒
さ
身
に
し
む
朝
な
り

　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
一
枚
羽
織
り
て
行
か
な　
　
　
　
　

吉
村
紀
子

輪
の
中
の
い
つ
も
の
笑
顔
に
安
堵
し
て

　
　
　
　
　

懐
メ
ロ
歌
へ
ば
束
の
間
の
青は

春る　
　
　
　
　

松
本
久
子

想
い
出
す
伏
虎
明
和
を
通
る
た
び

　
　
　
　
　

優
し
き
兄
の
教
師
の
姿　
　
　
　
　
　
　
　

福
嶋
喜
代

葉
ぼ
た
ん
の
色
あ
ざ
や
か
に
紅
さ
し
て

　
　
　
　
　

飾
る
新
年
も
う
す
ぐ
そ
こ
に　
　
　
　
　

笹
田
美
代
子

散
歩
道
木
々
の
間
の
木
も
れ
日
は

　
　
　
　
　

老
い
し
姿
を
土
手
に
写
し
ぬ　
　
　
　
　
　

奥
ふ
み
代

ひ
と
葉
と
て
余
す
事
な
く
染
め
あ
げ
て

　
　
　
　
　

夕
陽
は
紅あ

か

を
な
お
輝
か
す　
　
　
　
　
　
　

森
下
玉
子

闘
病
の
日
々
に
明
日
の
夢
を
み
て

　
　
　
　
　

頑
張
り
て
生
く
今
を
生
き
抜
く　
　
　
　
　

椎
山
初
子

疲
れ
た
と
夫つ

ま

に
は
言
は
ず
頑
張
り
し
と

　
　
　
　
　

言
っ
て
に
っ
こ
り
農
よ
り
帰
る　
　
　
　

上
中
前
澄
子

心より新年のごあいさつを申し上げます。
一昨年は金環日食を始めとする「金」の年、昨
年はアイソン彗星など明るい彗星がやってきた
「彗」の年でした。天文台では、それらの天文現象
を紀美野町のみなさんにご覧いただくため、ふれ
あいサロン、小中学校への出張授業、文化祭への
出展などを行ってきました。見逃すことなく安全
に楽しんで頂けた方も多いのではないでしょうか。
今年の秋には「皆既月食」があります。真ん丸
のお月様がみるみる形を変え、真っ暗（正確には
赤銅色の月）になった後、再び元の満月へと戻っ
ていく天体ショーです。皆既月食が起きる 10 月
８日に向け、またみなさんのお近くへお邪魔して、
皆既月食の楽しみ方などをお伝えしていきたいと
考えています。
平成 26年は「月」の年ということで、皆既月食
や中秋の名月だけでなく、普段から月を楽しんで
みませんか？

２学期は体育祭、校内音楽祭、校内マラソン大会
等、様々な行事がありました。また、運動部全員で
取り組んだ県駅伝、郡駅伝、近畿駅伝など、生徒達
は普段の授業や部活動で学ぶこととは違った学び
があり、大きく成長しています。生徒会を中心に自
分達で作り上げた体育祭、クラスが１つとなり響か
せた歌声、苦しくても前へ前へと走り続けたマラソ
ン大会、力の限り走って 1つの思いをタスキに繋
いだ駅伝・・・。
意見を交わし、時にはぶつかり合いながらも、最
後は一致団結して取り組んできました。その中で、
伝え合うことの難しさ・大切さ、感謝する気持ち、
根気強さ、奉仕する気持ち、礼儀など、生きていく
上で最も大切なことを少しずつ学んでいます。これ
らを充実させることが学力向上に繋がっていきま
す。これからも先輩の伝統を守りながらじっくり積
み重ねていくことで心身ともに成長していくこと
を願っています。

天文台だより
『今年は『月』を見上げましょう！』

矢動丸　泰（天文台長）

学校だより
『様々な行事を通して学ぶ』

紀美野町立野上中学校

歌　

の　

小　

道

2000 年７月に起きた皆既月食の様子。
雲間から見える明るい満月が徐々に欠け、形を変えていきます。
撮影：小澤（みさと天文台）
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平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機

に
創
設
さ
れ
た｢

防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
週
間｣

は
、
災
害
時
に
お

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自
主

的
な
防
災
活
動
を
深
め
る
と
と
も

に
、
災
害
へ
の
充
実
強
化
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が

発
生
し
た
１
月
17
日
が
「
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」
１
月
15
日

か
ら
１
月
21
日
ま
で
が
「
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

11月の消防の動き
●火災発生数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 38（２） 38（２）
一 般 負 傷 13（　） 13（　）
交 通 事 故 　（　） 　（　）
そ の 他 3（　） 3（　）
合 計 54（２） 54（２）

文
化
財
防
火
デ
ー

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

昭
和
24
年
１
月
26
日
、
世
界
最

古
の
木
造
建
築
で
あ
る
法
隆
寺

（
奈
良
県
斑
鳩
町
）
で
火
災
が
発

生
し
、
金
堂
が
炎
上
し
て
貴
重
な

壁
画
が
焼
損
す
る
と
い
う
事
件
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
事
件
は
国
民
に
強
い
衝
撃

を
与
え
、
翌
年
の
昭
和
25
年
、
文

化
財
保
護
法
が
制
定
さ
れ
る
契
機

と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
30
年
よ
り
、
火
災
発
生
の

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
と

定
め
ら
れ
、
全
国
的
に
防
火
運
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。　

貴
重
な
文
化
財
を
確
実
に
次
代

に
受
け
継
い
で
い
く
た
め
、
日
頃

か
ら
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
、

文
化
財
愛
護
と
防
火
意
識
の
高
揚

に
務
め
ま
し
ょ
う
。

○
紀
美
野
町
内
に
あ
る
国
及
び
県

指
定
の
文
化
財
は
次
の
と
お
り

で
す
。

※
国
指
定
の
重
要
文
化
財

・
野
上
八
幡
宮
本
殿
一
棟

・
野
上
八
幡
宮
拝
殿
一
棟

・
野
上
八
幡
宮
摂
社

　

武
内
神
社
本
殿
一
棟

防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

■
申
し
込
み
期
限

　

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

■
申
し
込
（
問
い
合
わ
せ
）
先

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

ま
で
（
℡ 

４
８
９
‐
６
３
０
２
）

紀美野町消防訓練初め式
日時：平成２６年１月１２日（日）午前９時～
場所：紀美野町農村総合センター（野中）
◎紀美野町農村総合センターにおいて、消防職員及び消防団長以下全団

員が勢揃いして式典が開催され、その後、農村総合センター下の河原
で放水訓練（雨天中止）が行われます。

◎午前７時にサイレン吹鳴（１分間）をいたしますので、火災等とお間
違えのないようにお願いします。

１
．
ま
ず
、
わ
が
身
の
安
全
を
。

　

揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
、
机
の

下
な
ど
丈
夫
な
家
具
に
身
を
寄

せ
ま
し
ょ
う
。

２
．
す
ば
や
く
火
の
始
末
。

　

落
ち
着
い
て
火
を
消
し
、
ガ
ス

の
元
栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

３
．
戸
を
開
け
て
出
口
の
確
保
。

　

建
物
が
ゆ
が
み
、
ド
ア
が
開
か

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
出
口
を
確
保
し
ま
し
ょ

う
。

４
．
火
が
出
た
ら
す
ぐ
消
火
。

　

火
が
出
た
ら
す
ば
や
く
み
ん
な

で
消
火
活
動
を
。
延
焼
し
た
ら

大
変
で
す
。

５
．
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な

い
。

　

外
に
出
る
と
き
は
落
下
物
な
ど

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

６
．
狭
い
路
地
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

は
近
づ
か
な
い
。

　

狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
門
柱
、

石
垣
に
近
づ
か
な
い
。

７
．
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護
。

　

み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
、
け

が
人
や
病
人
の
応
急
救
護
の
対

策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

８
．
山
崩
れ
・
崖
崩
れ
、
津
波
に

注
意
。

　

危
険
な
場
所
で
は
す
み
や
か
な

避
難
行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

９
．
避
難
は
徒
歩
で
荷
物
は
最
小

限
に
す
る
。

　

車
で
の
避
難
は
危
険
で
す
。
道

路
は
緊
急
車
両
が
優
先
さ
れ
ま

す
。

10
．
正
し
い
情
報
を
聞
く
。

　
　

デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
正
し
い
情
報
を

入
手
し
、
冷
静
な
行
動
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

《
地
震
が
起
き
た
時
の

心
得
10
ヶ
条
》

東南海・南海地震に
備えよう！

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『 
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』

・
野
上
八
幡
宮
摂
社

　

平
野
今
木
神
社
本
殿
一
棟

・
野
上
八
幡
宮
摂
社　

　

高
良
玉
垂
神
社
本
殿
一
棟

・
赤し

ゃ
く
ど
う銅
鳥と

り

頸く
び

太た

刀ち　

銘め
い

真さ
ね

長な
が

　
（
野
上
八
幡
宮
内
）

・
十
三
神
社　

本
殿
一
棟

・
十
三
神
社

　

摂
社
丹
生
神
社
本
殿

・
十
三
神
社

　

摂
社
八
幡
神
社
本
殿

・
泉
福
寺　

梵
鐘
（
長
谷
宮
）

※
県
指
定
の
文
化
財

・
野
上
八
幡
宮
絵
馬
殿
一
棟

・
国
吉
熊
野
神
社

　

石
造
宝ほ

う
き
ょ
う筺
印い

ん

塔と
う

（
田
）

・
大
日
寺　

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐

像
（
毛
原
宮
）

・
龍
福
寺　

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐

像
（
高
畑
）

・
岡
本
家
文
書　

９
３
０
点

　
（
福
田
・
岡
本
佶
宅
）

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
2
月
2
日（
日
）

で
す
。
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新年明けましておめでとうございます。
皆様方には、新春をお健やかにお迎えのことと存

じます。
2014 年が皆様方にとって良い年になりますよう心

からお祈り申し上げます。
これからも読みやすく親しまれる広報紙づくりに

取り組んでいきたいと思いますので、本年もどうぞ
よろしくお願いします。

町民カレンダー

編 集 後 記 紀美野町の人口
総人口…………	10,102 人
　男　…………	 4,708 人
　女　…………	 5,394 人
世帯数…………	 4,536 世帯

（平成25年11月末現在）　　

　紀美野町面積 128.31km2

　平成25年12月4日、日本の「和食」が世界遺産になりました。
　日々の食事を振り返ると、欧米化になっている部分も増えて
きているように思います。世界遺産登録を機に、「食事」につい
て今一度考えてみたいものです。
　日本の食文化の一つに漬物があります。昔は多くの家庭でぬ
か床を作り、各家庭独自の漬物が食卓にありましたが、ぬか床
は手間がかかり、独特の匂いで、ぬか漬けを好まない人もいて、
手作りする人が少なくなってきています。私の母は、毎日ぬか
床をかき混ぜ、漬物を取り出す時の何とも言えない匂いが、私
にとって食べず嫌いの原因となったのですが、家族は漬物大好
物だったので、毎日食卓にそれが並び、私はその度にその器を
そっとテーブルの端っこに遠ざけたものでした。ぬか漬けは味
噌と同じ発酵食品で、昔ながらの理にかなった食べ物です。作っ
たことの無い人は先ず一度挑戦してみてはどうでしょう？

ぬか床の作り方
（材料）　生ぬか　1kg
　　　　捨て漬け用のキャベツ　7 ～ 14 枚（人参や大根でも良い）
　　　　Ａ（粗塩 150 ｇ・水５カップ）
　　　　Ｂ（唐辛子２本・昆布５～６㎝が２枚）
　　　　蓋付きの容器

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第43回）
（作り方）
①　Ａを煮立てて完全に冷ます。
②　容器にぬかを入れ、（１）を少しずつ混ぜて（Ｂ）を加え、

混ぜる。
③　（２）にキャベツの葉を１～２枚ずつ入れて、一晩で新しい

葉と取り替える事を１週間程繰り返す（捨て漬け）。
④　段々と乳酸発酵が進み、ぬかが軟らかくなり、味がなれて

くる。夏は１日に１～２回、冬は１日１回、底からよく混
ぜる。

＊ぬかに水分が出たらキッチンペーパーなどで押さえ、ぬかを
足して調整します。Ｂの材料以外に、にんにくや煮干し、実
山椒を入れても良いです

ぬか漬けの作り方
きゅうりを漬ける
①　塩少々をこすりつけ、丸ごと漬ける（夏は５～６時間、冬

は 10 時間を目安に）。
大根を漬ける
①　皮をむかずにいちょう切りにして漬ける（夏は１２時間、

冬は１日を目安に）。容器と材料の具合もありますが、丸ご
と漬けても良いです。

＊ぬか床から出して洗ってすぐ食べるのが一番美味しいです。

産業課より

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

3 日（金） 9:00 ～ ふれあい公園パークゴルフ場臨時営業
ふれあい公園
パークゴルフ場

ふれあい公園 489-5300

4 日（土） 0:00 ～ 天文教室 みさと天文台 みさと天文台 498-0305

6 日（月） 役場仕事始め

〃 11:00 ～ 犬ねこの飼い方講習会【12 日（日）・26 日（日）】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

9 日（木） 移動町長室 美里支所 総務課 489-5912

住民室 495-3471

〃 13:00 ～ 行政相談【～ 15：00】 中央公民館 総務課 489-5912

美里支所 住民室 495-3471

12 日（日） 9:00 ～ 消防訓練初め式 農村総合センター 消防本部庶務課 489-6301

〃 13:30 ～ 成人式 中央公民館 総務学事課 489-5910

18 日（土） 13:30 〜 じどうかんイベント 中央公民館 青少年センター 489-5909

21 日（火） 紀美野町長選挙・紀美野町議会議員補欠選挙告示 選挙管理委員会 489-2359

26 日（日） 紀美野町長選挙・紀美野町議会議員補欠選挙投票日 選挙管理委員会 489-2359
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広
報

き
み

の
　

第
9

7
号

第
８
回
農
林
商
工
ま
つ
り
・
柿

の
市
が
11
月
24
日
（
日
）、
文
化

セ
ン
タ
ー
（
木
の
温
も
り
広
場
）

に
て
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
と

ご
協
力
に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
農
産

物
品
評
会
に
出
展
さ
れ
た
２
５
２

点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
15
名
の
方

に
各
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

当
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
“
き
み
ち
ょ

ん
”
を
始
め
、
近
隣
の
町
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
達
も
応
援
に
か
け
つ
け
て

く
れ
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、
農
産
物
、
地
場

産
品
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
、
つ
る
し

柿
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
く
の

コ
ー
ナ
ー
が
催
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
柿
種
飛
ば
し
・
柿
皮
む
き

大
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
例
年
通
り

た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。“
き
み
ち
ょ
ん
”
や
応
援
に

き
て
く
れ
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
達
も
会

場
を
大
変
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。過

疎
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

小
川
地
区
寄よ

り

合あ
い

会か
い

（
会
長 

日
浦

英
二
さ
ん
）
が
、
こ
の
ほ
ど
国
の

過
疎
集
落
等
自
立
再
生
緊
急
対
策

事
業
と
し
て
、
福
井
地
区
の
生
石

高
原
登
山
者
駐
車
場
横
に
観
光
用

水
車
を
設
置
し
ま
し
た
。

12
月
８
日
（
日
）、
同
寄
合
会

12
月
８
日
（
日
）、
第
２
回
志

賀
野
冬
フ
ェ
ス
タ
（
主
催
：
未
来

de

志
賀
野
／
代
表 

赤
阪
惠
子
さ

ん
）
が
旧
志
賀
野
小
学
校
体
育
館

と
周
辺
施
設
で
開
か
れ
、
多
く
の

家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。訪

れ
た
人
た
ち
は
、
体
育
館
カ

フ
ェ
で
生
演
奏
や
歌
を
聴
い
た

り
、飲
食
、雑
貨
な
ど
の
出
店
ブ
ー

ス
も
あ
り
、“
冬
の
志
賀
野
”
の

一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
は
校
庭
で
元
気

に
凧
揚
げ
を
し
た
り
、
餅
つ
き
や

薪ま
き

割わ
り

り
な
ど
を
体
験
し
て
い
ま
し

た
。そ

し
て
、
午
後
５
時
に
学
校
前

庭
や
周
辺
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
点
灯
さ
れ
、
12
月
25
日
ま
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

の
産
業
・
観
光
部
会
の
会
員
ら
約

50
人
が
、
長
野
県
の
水
車
製
作
業

者
と
共
に
約
３
時
間
が
か
り
で
組

み
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

完
成
し
た
水
車
は
直
径
２
・
４

メ
ー
ト
ル
で
、
水
車
を
照
ら
す
た

め
の
発
電
機
を
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
部
会
で
は
、
こ
の
水
車

横
に
農
産
物
直
販
所
の
建
設
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

農
林
商
工
ま
つ
り
・
柿
の
市

　

盛
大
に
開
か
れ
る
！！

　12 月 6 日、ブルネイの学生７人と学校関係者
３人が役場本庁を訪れ、町長と議会議長を表敬訪
問しました。これは、和歌山県の招待で 12 月 3
日から 11 日まで県内各地を訪れていたもので、
当日は、慶風高等学校の田原サヨ子校長が同行さ
れました。
　寺本町長と小椋議長からそれぞれ歓迎のあいさ
つがあり、その後、学生の皆さんは町議会の議場
を視察し、記念撮影などをしていました。

ブルネイの学生ら 10人
町長・議会議長を表敬訪問 !!

志
賀
野
〝
冬
〟
フ
ェ
ス
タ

開
か
れ
る
!!

未
来de

志
賀
野 

主
催

紀美野町長選挙・紀美野町議会議員補欠選挙　投票日　1月26日（日）
餅つきを体験する子どもたち

第２回

完成した水車

きみちょんと県、近隣市町の
ゆるキャラたちが勢ぞろい

農産物などを買い求める人たちでにぎわう

生
石
山
で
健
康
に
な
ろ
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！

観
光
用
水
車
を設置

！！

小
川
地
区
寄
合
会


